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6．ICT建築土工
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7．周辺技術との連携



7.周辺技術との連携
■ デジタルツイン環境で大きな役割を果たすツールです
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8．工事別の施工BIMの目的



8.工事別の施工BIMの目的
■ 具体的な施工BIMの目的、実施内容を紹介します
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1.準備工事
2.仮設工事
3.解体工事
4.杭・掘削・山留工事
5.基礎工事・逆打工事
6.RC躯体工事
7.免震工事
8.鉄骨工事
9.外壁・外部建具工事
10.設備工事
11.昇降設備工事
12.内装・内部建具工事
13.防水工事
14.外構工事
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1.準備工事 1項目

【打合せ方法】プロジェクターなどでBIMモデルを投影し、議論を活発にし
て事前に不具合を低減

⇒プロジェクターを常設した会議室などを設ける

参考：P134 3章 事前準備
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3.解体工事 21項目

解体中に対象物を３D計測した場合、

解体精度の管理に使用できます。

⇒３D計測・点群

参考：P191 3章 周辺技術との連携
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6.RC躯体工事 42項目

RC躯体モデルを作成することで

関係企業との共有ができます

(設備・型枠・鉄筋)

⇒躯体モデルを専門工事会社に提供

参考：P87 2章 施工BIMの作業工程

３.RC造の運用方法
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